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桑名新花⽕に関する概要
１．花⽕⼤会開催に関する現状と課題
・花⽕⼤会は、⾃治体の観光資源であり、地元の要望も強い。
・観覧客の未秩序（場所取り、ゴミ放置、違法駐⾞など）が問題視され、それらの対策
に多額な負担が強いられる。
・台⾵、ゲリラ豪⾬といった悪天候などで中⽌になった場合の損害費⽤の負担がかさむ
など、増加する費⽤に対応することが難しくなってきている。
・⾃治体にとって事故などのリスクも⼤きいので、警備費⽤の負担も増⼤する。

２．花⽕⼤会の新たな展開
・近年、こうした状況から、⺠間主体で有料花⽕⼤会が増えてきた。
・名古屋市で開催した「名港⽔上芸術花⽕」は、コロナ禍以前において、収容⼈員いっ
ぱいの16,000⼈、協賛社は70社以上、協賛⾦は2,200万円以上という実績を残した。
→⺠間が主催することで⾃治体の負担が軽減され、様々なリスクを回避でき、集客によ
る経済効果が現れる。

３．新たな花⽕⼤会の概要
・ユニバーサルミュージックの誇る⼤⼈気アーティストやレーベルとのコラボレーショ
ンを⾏い、約60分の全編を通して⾳楽とシンクロした花⽕を打ち上げる、花⽕ファンの
みならず⾳楽ファンにも訴求する。
・オフィシャル花⽕としてアーティストに公認された花⽕⼤会となるので、全国のアー
ティストのファンに開催地区をアピールすることができる。

４．開催の⽬的
①市⺠レクリエーションの創出
地域の⼀⼤イベントとするため、地元の住⺠や企業の⽅に中⼼となっていただき、地

元関係者が中⼼となった応援団体を組織し、地域経済活性化の⼀助となるようにする。
②賑わいの創出
新しいコンテンツによって、地域の活性化とイメージアップを⾏い、若い世代への魅

⼒アピールに貢献
③社会への貢献
地域の現状に即し、善意団体へ興⾏の売り上げの⼀部を寄附する。
また、児童養護施設の⼦ども達を招待し、楽しい時間をすごしてもらうことにより、

夢や希望をはぐくみ未来につながるようにする。
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実施体制および取り組み（案）
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実施計画（案）

⼤型ビジョン（台船上）
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